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使いかた

温水タンクの給水

便座温度を設定する

このような時は。。。。

・ 製品を設置し、お使いになる前には温水タンクに給水をしてください。
  おしり又はビデスイッチを押すと温水タンクへ給水を始めます。
  給水中にはブザー音が＜ピッピッ＞となり終了すると＜ピー＞となります。

＊温水タンクに給水される前におしり又はビデスイッチを押すとノズルが出るのが遅れたり
　設定した温度の温水がでなかったりします。

ページ

設置後便座の温度は [切] になっています。
お好みの温度に設定してください。

•  途中で停電になったら。。。？
   停電が１秒以上続いたときや、電源ランプをコンセントから抜いたときは、
   温水温度･便座温度は [切] になりますので、もう一度設定しなおしてください。

便座 を押して設定する。
（消灯）
低   高 低   高

切 約３5℃ 約３7℃ 約39℃

低   高 低   高

温水の温度を設定する
設置後温水の温度は [切] になっています。
お好みの温度に設定してください。

温水 を押して設定する
１
回
押
す
こ
と
に

（消灯）
低   高 低   高

切 約３４℃ 約３7℃ 約40℃

低   高 低   高

   •  約5分後に設定した温度になります。
     （室温、水温によって異なります。）

   •  約5分後に設定した温度になります。
     （室温によって異なります。）

１
回
押
す
こ
と
に





14

使いかた

節電機能

脱臭動作　（CHS-102）

節電タイマーを使う

・ 便座に座ると自動に脱臭を開始します。（動作音がします。）
・脱臭運転は暖房便座から立ち上がった後約1分間運転し、自動的に止まります。
・便座に座り続けた場合は。、約30分後に止まります。

脱臭機能を使用しないとき　（CHS-102）
・ 暖房便座に座らない状態で水勢調節スイッチ「弱」「強」を同時に2秒以上押し続けると
　ブザー音が「ピー」と鳴り脱臭機能を停止します。
・再び、使用する場合には暖房便座に座らない状態で、水勢調節スイッチ「弱」「強」を
　同時に2秒以上押し続けるとブザー音が「ピー」と鳴り脱臭機能を再開します。

設置後、節電設定は[切]になっています。
お出かけやお休みの時など、長時間使用しない場合にお使いください。

を押して設定する。

8時間切タイマーランプ 節電表示ランプ

節電

•  節電タイマー設定中でも、温水温度･便座温度表示ランプは点灯したままです。

• 節電中は、節電表示ランプが点灯します。
・節電設定中の便座温度は35℃になります。着座すると設定温度に戻りますが、立ち上がると再び35℃に戻ります。
・温水温度は、設定のままです。

ランプ消灯

選　択

押すごとに設定切り替え

便座温度

温水温度 通電

通電

設定温度

暖房便座の温度
を35℃に下げる

8時間
通電停止

8時間
通電停止

節電解除 節電モード 8時間切モード

ランプ点灯

節      電



15

節電機能
切タイマー（8時間）

•  切タイマー設定中は、温水･暖房便座への通電を停止します。
   着座すると温水は約5分、暖房便座は約5分で設定温度になります。
   立ち上がると再び通電を停止します。
•  設定した時間が終了すると、切タイマー表示ランプが消灯し前回設定した
   温水温度･便座温度に戻ります。

途中で解除したい時

を押して、各表示ランプを消灯させます。節電

便蓋を閉じる
使用しないときは便蓋を閉じてください。
無駄な放熱を防ぎます。

夏は温水や便座温度を低めに設定しましょう。

節電が設定されている間は暖房便座の温度を下げ、切タイ
マーが設定されている時間は通電を停止しますので、上手
に使って節電しましょう。

夏は温度設定を低めに

節電モードを使用する。

上手に節電

•  節電中に暖房便座に座ったら。。。？
　暖房便座の温度設定は [低] ですが、着座すると数分で設定した温度になります。
　立ち上がると再び [低] となります。
•  切タイマー中に暖房便座に座ったら。。。？
　設定中は暖房便座の通電を停止していますが、着座すると通電を開始して設定した
    温度に戻します。立ち上がると再び通電を停止します。
•  途中で停電になったら。。。？
　停電が１秒以上続いたときや、電源ランプをコンセントから抜いた時は、節電タイマーの
    設定は解除されますので、もう一度設定しなおしてください。（　　　　　ページ）

このような時は。。。 節電表示ランプ
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凍結防止について
本製品は寒冷地仕様ではありません。 室温が0℃以下になると凍結の恐れが
あります。 器具の凍結破損を防ぐため、次のように凍結防止をしてください。

•  他の器具でトイレ内を暖房してください。
＊  暖房器具の注意書きに従って使用してください。
      暖房器具の熱源を近づけると便座本体が変形する恐れがありますので、注意してください。
•  配管部は市販の凍結防止帯ヒーターを取り付けてください。
•  トイレ内を暖房できない場合は、下記の手順で水抜きをしてください。

•  寒冷地でトイレの室温が０℃以下になる恐れのある場合や、
   長時間使用しない場合は、安全のため電源プラグを抜いて便座
   本体内部の水抜きをしてください。
＊  寒冷地において 長時間使用しない場合、または特殊な使用
      環境化においては、凍結しない場所に保管してください。
•  バケツなどを準備してください。

マイナスドライバーで右方向に回します。

ロータンク内の水を排水し、給水しないことを確認します。

①  連結ホースを分岐金具から取り外し、水抜きをします。
②  水抜きした後、連結ホースを分岐金具に取り付けます 。

•  バケツなどを置くスペースがない場合は、便座本体を取り外し（                 ページ）便器からずらしてスペースを
　確保し、水抜きをしてください。
•  水抜栓が回らない時は、マイナスドライバーなどを使ってまわしてください。

凍結の恐れがある場合

水抜きの方法

電源プラグを抜く

止水栓を閉める

ロータンクレバーを操作する

連結ホース内部の水抜きをする

メ   モ

止水栓

止水栓

ロータンクレバー ロータンク

バケツなど

分岐金具

閉




























